
鳥
取
県
伯
薯
西
部
方
言
に
お
け
る
ラ
行
音
節
の
隠
在
現
象

山

敏
．
　
昭

は

　

じ

　

め

　

に

藤
原
÷
一
先
生
の
脚
数
元
に
よ
れ
ば
（
注
こ
、
〔
r
〕
子
音
の
よ
わ
ま
り

ま
た
は
脱
落
の
甥
象
は
、
山
陰
の
出
雲
地
方
に
い
ち
じ
る
し
く
、
そ
の
い
ち
じ

る
し
さ
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
北
陸
す
じ
に
も
、
や
は
り
、
同
種
同
類
の

も
の
が
み
と
め
ら
れ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
論
又
で
は
、
そ
の
〔
r
〕
子
音
の
よ
わ
ま
り
の
現
象
が
、
出
雲
地
方
に
隣

る
鳥
取
県
伯
膏
西
部
地
方
に
、
ど
の
よ
う
に
み
と
め
ら
れ
る
か
を
、
記
述
し
て

み
よ
う
と
思
う
。

こ
こ
で
盟
者
は
、
〔
r
〕
子
音
の
よ
わ
ま
り
の
現
象
を
、
仮
に
、
「
ラ
行
音

節
の
隠
在
現
象
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
「
ラ
行
音
節
の
隠
在
」
と
い
う
の
は
、

次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
共
通
語
な
ど
で
「
ア
リ
マ
ス
」
と
言
う
と
こ
ろ

を
、
当
該
方
言
で
は
「
ア
ー
マ
ス
」
と
宍
頭
す
る
。
「
7
1
」
の
長
音
部
に
、

、
r
i
、
の
し
ず
ん
で
い
る
姿
が
思
わ
れ
る
。
「
ア
マ
ス
」
と
実
現
す
る
な
ら

ば
、
、
r
i
、
の
脱
落
と
い
う
こ
と
が
言
い
や
す
い
。
し
か
し
、
「
ア
ー
マ
ス
」

と
実
頭
す
る
か
ら
に
は
、
「
ア
ー
」
の
長
音
部
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
ア
ー
マ
ス
」
の
．
「
ア
ー
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
音
声
的
に
徴
祝
す
れ

ば
、
「
ア
ー
」
は
崖
純
な
〔
a
‥
〕
で
は
な
く
、
、
r
i
、
の
口
が
ま
え
に
ひ
か
れ

て
、
〔
a
‥
〕
．
と
実
現
す
る
よ
う
で
あ
る
。
、
r
i
、
は
輯
在
し
て
は
い
な
い
が
、

長
音
の
音
相
下
に
、
そ
の
し
ず
ん
で
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
「
ア
ー
マ
ス
」
の
「
ア
ー
」
と
い
う
長
音
の
吉
相
形
態
に
、
、
r
i
、
が
反
省
的

に
憲
試
さ
れ
る
場
合
を
指
し
て
、
、
r
i
、
が
隠
在
し
て
い
る
、
と
呼
ぼ
う
と
思

う
。
以
下
、
他
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
「
ラ
行
音
節
の
隠
在
」

は
、
あ
く
ま
で
、
共
時
論
的
呼
称
で
あ
る
。

こ
の
「
ラ
行
音
節
の
隠
在
」
現
象
は
、
伯
膏
西
部
全
域
に
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
岡
山
県
に
近
い
日
野
郡
伯
両
町
、
東
伯
膏
に
隣
接
す
る
西
伯
郡
中
山

町
な
ど
で
は
、
い
く
ら
か
ふ
る
わ
な
い
と
言
え
よ
う
。
伯
膏
素
部
、
因
幡
に
お

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
注
二
）
。
こ
の
甥
象
は
、

伯
膏
西
部
方
言
の
、
鳥
取
県
地
方
に
お
け
る
独
自
性
を
、
か
な
り
色
こ
く
臣
成

す
る
一
主
要
要
素
と
な
っ
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
こ
の
甥
象
は
、
老
年
層
か
ら
少
年
層
に
ま
で
広
く
み
と
め
ら
れ
、
年

層
に
よ
る
か
た
よ
り
は
、
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
、
ラ
行
音
節
が
隠
在
し
て
い
る
場
合
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山
、
ラ
行
音
節
の
穏
在
甥
撃
と
そ
の
前
．
即
母
音
と
の
関
係

H
、
、
r
三
吉
邦
の
場
合

日
、
〔
M
こ
に
つ
づ
く
場
合

○
叫
エ
ニ
ク
ラ
イ
　
ウ
刊
ニ
ワ
　
7
ガ
ー
シ
マ
へ
列
叫
夕
　
刃
－
。
大
層

碍
い
う
ち
に
は
（
大
山
に
は
）
登
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
え
。
（
老
男
1

私
）
＜
西
伯
郡
淀
江
町
西
原
∨

○
コ
ー
カ
ー
可
1
ガ
　
イ
ク
　
利
－
。
こ
れ
か
ら
映
画
を
奴
に
行
く
の
。

（
吉
男
1
育
男
）
＜
西
原
∨

こ
れ
ら
は
、
共
通
語
な
ど
で
は
、
一
般
に
、
「
ア
ガ
ー
」
は
「
ア
ガ
ラ
」
、

「
コ
ー
カ
ー
」
は
「
コ
レ
カ
ラ
」
と
い
う
よ
う
に
、
宍
甥
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
当
該
方
言
で
は
、
r
a
、
が
隠
在
し
て
l
‥
a
‥
〕
と
な
っ
て
い
る
。

．
．
h

O
ア
〓
「
ヤ
1
　
7
タ
t
の
ー
　
可
ン
デ
　
ア
ー
「
ス
　
九
－
。
あ
れ
は
新
し
い

も
の
で
す
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
西
伯
郡
大
山
町
所
子
∨

○
列
ン
。
ア
男
可
－
　
ア
タ
ー
刊
シ
ニ
叫
イ
ク
　
モ
ン
ダ
ケ
1
。
う
ん
。

あ
れ
は
新
し
く
設
麗
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
。
（
老
男
l
▼
私
）
＜
所
子
∨

以
上
の
二
例
も
、
〔
a
〕
に
後
援
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

「
ア
タ
ー
ア
シ
1
こ
は
、
蛍
純
に
「
7
タ
ー
シ
ニ
」
と
な
っ
て
い
な
い
だ
け

に
、
、
r
、
音
の
隠
在
が
思
わ
れ
や
す
い
。
「
ア
タ
ー
ア
シ
ニ
」
　
の
形
を
経

て
、
「
7
タ
ー
シ
ニ
」
の
形
が
成
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

、
r
a
二
日
節
の
隠
在
班
象
が
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
前
撰
母
音
が
〔
芝

で
あ
る
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

口
、
、
r
O
、
音
即
の
場
合

の
、
〔
○
〕
に
つ
づ
く
場
合

○

ィ

マ

ゴ

ー

7

、

ヨ

ー

ニ

　

フ

ク

　

キ

ル

　

コ

ト

ワ

ア

ー

マ

シ

一

エ

ダ

ッ

ク

ダ
ケ
　
ナ
1
。
今
頃
の
よ
う
に
眼
を
着
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
西
伯
郡
岸
本
町
岩
木
∨

○
コ
力
．
コ
t
．
〔
イ
ツ
　
サ
可
加
　
工
の
　
ツ
五
－
刃
」
。
こ
の
頃
あ
い

っ
は
眉
が
大
層
強
い
ね
え
。
ノ
（
中
男
1
中
男
）
＜
米
子
市
米
子
∨

以
上
は
、
、
～
。
互
の
、
r
O
、
が
隠
在
し
て
、
〔
0
‥
〕
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
、
r
。
、
音
節
の
隅
在
頭
象
は
、
「
今
頃
」
　
「
こ
の
頃
」
な
ど
の

「
項
」
に
、
収
約
的
に
み
と
め
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
、
r
O
、
音

節
の
隠
在
現
象
か
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
前
撰
母
音
が
〔
○
〕
で
あ
る
場
合
に

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

肖
、
、
r
e
、
音
節
の
場
合

い
、
〔
a
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ガ
封
ン
　
ガ
ラ
ン
　
イ
可
ガ
　
ナ
矧
〓
－
刊
l
シ
テ
　
刃
－
。
が
ら
ん
が
ら
ん

へ
音
を
た
て
て
）
石
が
流
れ
ま
し
て
ね
え
。
（
老
男
1
私
心
＜
所
子
∨

〇
月
マ
　
ダ
ー
ガ
　
ヤ
ッ
チ
ァ
1
．
列
ィ
。
今
（
青
年
団
長
を
）
誰
が
し
て

い
る
の
。
（
老
男
1
育
男
）
＜
西
伯
郡
中
山
町
下
市
∨

こ
れ
ら
は
二
～
a
r
e
、
の
、
－
e
、
が
隈
在
し
て
、
〔
a
‥
〕
と
な
っ
て
い
る
事

＿
－
＿

例
で
あ
る
。
代
名
詞
「
ダ
ー
」
以
外
に
、
「
ア
レ
」
辱
や
は
り
「
ア
ー
」
と

実
現
す
る
こ
と
が
多
い
。

○
コ
ー
ガ
　
可
－
カ
　
ア
ー
ガ
　
ヰ
ー
カ
　
引
－
．
ワ
刈
り
d
J
J
ン
　
ワ
。

こ
れ
が
艮
い
か
あ
れ
が
艮
い
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
よ
。
（
老
男
1
私
）

＜
西
伯
郡
名
和
町
名
和
∨

偲
、
〔
○
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
コ
ー
ゴ
ア
　
二
五
カ
サ
ン
ド
　
ア
ー
尋
ス
　
ワ
ィ
。
こ
れ
ま
で
二
、
三
度

あ
り
ま
す
よ
。
（
老
男
1
私
）
＜
岸
本
∨

○
ソ
ー
デ
　
ツ
ナ
イ
刊
　
オ
キ
ナ
■
イ
ッ
テ
。
そ
れ
で
つ
な
い
で
お
き
な
さ

い
っ
て
。
（
老
女
1
小
女
）
＜
西
伯
郡
中
山
町
岡
∨
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右
の
ど
と
き
事
物
代
名
詞
は
、
多
く
の
場
合
、
、
r
e
、
が
隠
在
し
て
、

「
コ
ー
」
　
「
ソ
ー
」
と
実
現
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
む

四
、
、
ユ
、
音
節
の
場
合

い
、
〔
a
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ィ
マ
ワ
ソ
ゲ
ナ
ケ
プ
リ
ワ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ン
ワ
。
現
在
は
そ
ん
な

様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
（
老
勇
1
私
）
＜
岸
本
∨

＼○
ソ
列
刃
コ
日
、
ガ
ア
ー
可
ス
カ
ナ
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ね
。

（
中
男
1
私
）
＜
米
子
市
冨
益
新
田
∨

〇
月
マ
ワ
刊
－
ジ

l
∵
ト
針
久
こ
ナ
I
手
ン
テ
刃
－
。
こ
の
頃
は
ま

あ
（
生
活
が
全
般
に
）
ぜ
い
た
く
に
な
り
ま
し
て
ね
え
。
（
老
女
1
私
）

＜
西
伯
郡
名
和
町
御
来
屋
∨

「
ナ
リ
」
の
発
音
は
、
「
生
る
」
の
意
義
の
場
合
も
「
為
る
」
の
意
義
の
場
台

も
、
と
も
に
、
〔
n
a
‥
〕
と
実
現
さ
れ
る
。

、
ヽ
、

○
ツ
キ
ア
カ
リ
デ
ヤ
ー
可
ス
ダ
ケ
ン
ナ

ー
ー
。
（
盆
踊
り
は
）
月
の
明
り

で
や
り
ま
す
か
ら
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
夜
見
新
田
V

．
〇
エ
ズ
そ
れ
ド
リ
ガ
ハ
ヤ
ー
マ
ー
ス
ワ
ィ
。
出
雲
踊
り
が
盛
ん
で
す
よ
。

（
老
男
1
私
）
＜
夜
見
新
田
∨

○
ナ
ン
ポ
　
カ
ン
刺
エ
テ
モ
　
ワ
九
日
可
の
可
ン
ダ
ケ

ナ
t
。
い
く
ら
考

え
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
所
子
∨

○
ア
ッ
判
コ
ッ
ツ
　
ヨ
1
1
　
マ
¶
l
H
リ
千
ソ
タ
　
カ
ー
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
度
々

旅
を
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
ね
え
。
（
老
女
1
私
）
＜
西
伯
郡
大
山
町
別

所
∨

○
不
マ
　
l
『
－
チ
ョ
ー
　
シ
ト
ー
ナ
　
バ
ー
手
〈
　
サ
ー
。
今
校
長
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
ね
え
。
（
青
女
1
私
）
＜
西
原
∨

以
上
の
諸
例
は
、
共
通
詳
な
ど
で
は
、
一
階
に
、
、
～
≒
i
、
と
実
現
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
当
地
方
で
は
、
、
r
二
が
陪
在
し
て
、
〔
a
‥
〕
と
失
現
さ
れ
る
。

※

、
r
i
、
苦
節
の
隠
在
現
象
は
、
そ
の
前
凝
母
音
が
、
〔
a
〕
、
〔
c
〕
で
あ
る

場
合
に
、
こ
と
に
盛
ん
な
よ
う
で
あ
る
。

甘
、
〔
○
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ボ
ン
利
ド
ー
ワ
　
刃
－
。
盆
蹄
り
は
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
夜
見
新

田
∨

○
チ
ョ
ッ
耳
1
　
7
ガ
ッ
タ
　
コ
〓
ワ
　
ァ
ー
マ
山
一
ン
　
刃
－
。
こ
こ
し

ば
ら
く
（
大
山
に
は
）
登
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
え
。
（
老
男
1

私
．
．
＜
西
原
V

O
ウ
チ
ノ
　
ム
、
l
当
当
男
　
ナ
列
　
コ
ト
　
到
イ
コ
ク
ニ
　
イ
翳
ヂ
。
一
「
マ

㌧

ス
　
ガ
。
私
の
息
子
は
長
年
外
国
に
行
っ
て
い
ま
す
よ
。
（
老
女
1
私
）
▼

＜
所
子
∨

以
上
の
諸
例
は
、
母
音
〔
○
〕
に
つ
づ
く
場
合
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

、
～
O
r
こ
　
の
、
r
こ
　
が
隠
在
し
て
、
〔
0
‥
〕
と
な
っ
て
い
る
。

H
一
・

絆
、
〔
e
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ア
寸
机
エ
ー
・
、
ス
ー
ガ
　
キ
ー
〆
。
あ
と
も
ど
り
す
る
方
が
い
い
よ
。

（
老
女
1
青
女
）
＜
西
原
∨

仰
、
〔
i
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ソ
列
ナ
ー
　
コ
〓
ワ
．
ン
ー
マ
『
可
ン
　
ワ
。
そ
ん
な
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん

よ
。
（
老
女
1
▼
私
し
＜
夜
見
新
田
V

、
r
i
、
が
母
音
〔
e
〕
、
〔
i
〕
に
後
援
す
る
場
合
に
み
と
め
ら
れ
る
彊
在
現

象
は
、
比
較
的
、
ふ
る
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

肘
、
「
已
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
＝
巧
十
．
モ
ノ
オ
　
γ
子
リ
カ
サ
ン
ワ
　
ヨ
ー
カ
プ
ー
マ
ス
　
丁
－

26



こ
人
だ
も
の
を
ア
メ
リ
カ
人
は
よ
く
も
ま
あ
鞍
り
ま
す
ね
え
。
　
（
老
女
1

私
）
　
＜
西
原
∨

○
マ
耳
ワ
　
ッ
ク
ー
マ
．
シ
ョ
ー
タ
ド
モ
　
ナ
t
。
以
前
は
作
り
ま
し
た
け
ど

ね
え
。
（
老
女
1
私
）
＜
御
来
屋
∨

〇
十
ワ
ズ
ー
ン
ジ
ャ
ノ
　
マ
ツ
ー
ワ
　
ヰ
ガ
ツ
ノ
　
ナ
ヌ
加
ニ
ア
ー
可
ス
ガ

す
ー
っ
名
和
神
社
の
祭
り
は
五
月
七
日
に
あ
り
ま
す
が
ね
え
。
（
老
女

1
私
）
＜
御
来
屋
V

、
ユ
、
音
節
の
隠
在
り
象
は
、
母
音
〔
已
〕
に
つ
づ
く
場
合
に
も
お
こ
っ
て
い

る
。
か
な
り
よ
く
、
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
音
節
は
、
そ
の
前
接
母
音
が
、
〔
a
〕
、
〔
0
〕
、
〔
e
〕
、
〔
－
〕
、
〔
（
こ

の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
隠
雇
す
る
可
能
性
を
看
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

、
聖
、
r
u
、
音
節
の
場
合

の
、
〔
ロ
〕
に
に
つ
づ
く
場
合

し
ー

○
オ
十
ノ
．
も
ン
ワ
　
寺
二
　
刊
－
ヨ
。
お
前
の
本
は
こ
こ
に
あ
る

よ
。
（
吉
男
1
育
男
）
＜
富
益
新
田
∨

○
利
イ
二
　
男
1
　
可
1
。
沢
山
あ
る
ね
え
。
　
（
小
男
1
小
男
し
　
＜
日
野

郡
根
雨
町
高
尾
∨

○
ヨ
ガ
訓
ノ
ー
　
ア
刊
ン
ド
ワ
　
カ
ッ
ヨ
ー
　
ガ
－
。
米
子
の
商
人
は

活
気
が
あ
る
ね
え
。
（
老
男
l
・
私
）
＜
西
原
∨

○
ハ
刺
　
シ
巧
J
l
ン
ト
　
オ
チ
サ
1
1
、
ワ
。
寒
が
ひ
と
り
で
に
落
ち
る
よ
。

以
上
の
諸
州
は
、
、
～
害
U
、
の
、
r
u
、
が
賢
在
し
て
、
〔
M
∴
〕
と
だ
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

甘
、
〔
○
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ウ
可
ノ
　
ズ
サ
ー
ン
ワ
　
打
マ
　
‖
叫
ト
リ
ニ
イ
利
劃
寸
〓
ガ
ー
刊
－
。

（
老
男
1
私
）
＜
夜
見
新
田
∨

○
ヵ
ワ
ー
ガ
ワ
ー
　
タ
イ
コ
　
タ
タ
イ
テ
　
ナ
ー
。
交
代
で
大
鼓
を
た
た
い

○
弟
イ
ガ
ク
ニ
ア
瑚
＝
ヤ
ー
ー
ナ
ハ
ガ
　
刊
－
カ
ナ
。
大
学
に
進
学
す
る

よ
う
な
息
子
が
あ
る
か
ね
。
（
老
女
1
中
女
）
＜
御
来
屋
∨

て
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
＜
岸
本
∨

ゝ

私
の
家
の
じ
い
さ
ん
は
今
鳥
取
に
行
っ
て
い
る
が
ね
え
。
（
中
男
1
私
）

＜
夜
見
新
田
∨

○
テ
判
日
日
ニ
ム
ス
コ
ガ
到
卜
－
シ
J
I
。
駅
に
息
子
が
勤
め
に
出

て
い
る
し
ね
え
。
（
老
男
1
中
男
）
＜
岡
∨

○
カ
ネ
ヘ
ヤ
H
－
コ
ロ
ー
オ
耳
イ
ツ
カ
ナ
イ
ケ
ン
刺
ナ
。
お

金
を
早
く
も
う
け
る
こ
と
を
思
い
つ
か
ね
ば
い
け
な
い
よ
ね
。
（
老
男
1

育
男
〕
＜
下
市
∨

以
上
の
諸
例
は
、
、
～
O
r
U
、
の
、
r
u
、
が
隠
在
し
て
、
「
○
‥
〕
と
な
っ
て
い

ニ
・

る
も
の
で
あ
る
。

脚
、
〔
e
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
ソ
呵
月
刊
タ
イ
I
ク
ア
イ
ノ
モ

ー
ン
ダ
。
（
楽
し
み
と
言
え
は
）
そ
う

し
て
食
べ
る
く
ら
い
の
も
の
だ
。
（
茅
男
1
私
）
＜
冒
益
新
田
∨

○
ソ
ヂ
シ
テ
オ
利
一
－
ヒ
〓
封
カ
レ
ー
ワ

ー
t
。
そ
う
し
て

放
っ
て
お
け
ば
自
然
に
枯
れ
る
よ
。
（
老
女
1
中
女
）
＜
日
野
郡
伯
覇
町

生
山
＞

○
コ
ノ
イ
叫
ガ
罰
1
ノ
モ
ガ
－
。
こ
の
石
が
出
る
の
も
ね
え
。
（
老

男
1
私
）
＜
所
子
∨

○
マ
I
ン
ダ
ッ
ト
メ
ラ
叫
－
ノ
オ
ー
ヤ
メ
テ
オ
ー
。
ま
だ
勤
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
自
分
か
ら
退
職
し
て
ね
え
。
（
老
女
l
・
私
）
＜
御
来
屋
∨

○
ヒ
〓
ニ
ー
サ
外
力
イ
カ
ケ

ー
ー
ヤ
ー
ニ
ナ
ル
ト
デ
ラ
レ
マ
山
一
ン

ワ
ィ
。
人
に
厄
介
を
か
け
る
よ
う
に
な
る
と
（
旅
に
も
）
出
ら
れ
ま
せ
ん
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よ
。
（
老
女
1
私
）
．
＜
御
来
屋
∨

以
上
の
謡
例
は
、

い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
場
合
に
は
、

地
方
に
お
い
て
は
、

如
、
〔
こ
に

、
～
e
r
u
、
の
、
r
u
、
が
隠
覆
し
て
、
〔
e
．
‥
〕
と
な
っ
て

※

出
雲
地
方
に
お
い
て
は
、
、
r
u
、
音
節
が
母
音
〔
e
〕
に

一
般
に
〔
⊥
a
e
〕
と
な
る
よ
・
γ
で
あ
る
が
｛
注
≡
）
、
当

〔
e
‥
〕
と
実
頭
す
る
。

※
つ
づ
く
場
合

○
イ
マ
ワ
　
ナ
ン
ナ
ト
カ
ン
ナ
ト
　
デ
キ
」
　
ナ
ー
。
今
は
な
ん
で
も
で
き

る
ね
え
。
（
老
男
1
私
）
鎧
見
新
田
∨
　
「

0
－
ウ
引
l
　
ナ
ン
ボ
デ
モ
　
ア
キ
刊
イ
ガ
　
デ
キ
ー
ダ
ケ
　
カ
ー
。
牛
で
な

ら
い
く
ら
で
も
商
売
が
で
き
る
か
ら
ね
え
。
（
老
男
1
中
男
）
＜
別
所
∨

○
ノ
叫
－
　
ワ
。
（
疲
れ
て
）
の
び
て
し
ま
う
よ
。
（
小
男
1
小
男
）
＜
西

原
∨

○
可
ゲ
　
7
キ
ー
ワ
。
す
ぐ
に
あ
き
る
よ
。
（
中
女
1
中
女
）
＜
所
子
∨

以
上
の
語
例
は
、
、
～
i
昌
、
の
、
r
u
、
が
隠
在
し
て
〔
や
‥
〕
と
実
現
し
て
い

※

る
も
の
で
あ
る
。

樹
、
〔
巳
〕
に
つ
づ
く
場
合

○
刃
ン
　
ス
ー
ダ
。
な
に
を
す
る
の
か
。
（
老
男
1
青
男
）
　
＜
夜
見
新

田
∨

○
マ
タ
　
ク
ー
ー
カ
モ
　
シ
レ
マ
習
可
ン
ダ
ド
モ
　
可
－
。
ま
た
行
く
か
も
知

れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
え
。
（
老
女
1
私
）
＜
御
来
屋
∨

「
す
る
」
は
〔
S
吾
、
「
行
く
」
は
　
〔
－
ハ
已
〕
と
美
醜
す
る
の
が
、
当
該
方

節
の
隠
在
甥
象
は
、
そ
の
前
按
母
音
が
〔
i
〕
と
〔
害
の
場
合
に
、
も
っ
と

も
ふ
る
わ
な
い
と
言
え
よ
う
か
。

、
r
u
、
音
節
は
、
そ
の
前
援
母
音
が
、
〔
a
〕
、
〔
○
〕
、
〔
e
〕
、
〔
こ
、
〔
害

の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
隠
在
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
ラ
行
音
節
が
隠
在
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
ラ
行
音
節
の
隠

在
現
象
は
、
動
詞
、
補
動
詞
、
形
容
詞
な
ど
に
多
く
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
名
詞
、
代
名
詞
な
ど
に
も
、
い
く
ら
か
、
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ラ
行
音
節
が
、
意
義
の
明
釈
さ
を
特
に
強
く
要
求
す
る
名
詞
、
代

名
詞
な
ど
に
も
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
甥
象
が
、
新
し
く
お
こ
っ

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
ス
㌔

こ
こ
で
、
ラ
行
音
節
の
隕
在
現
象
か
み
と
め
ら
れ
る
場
合
を
、
そ
の
前
鐙
音

節
の
東
屋
母
音
と
の
関
係
か
ら
整
理
し
て
、
左
に
団
元
し
て
み
よ
う
。

※

言
の
慣
習
で
あ
る
。
出
雲
地
方
の
よ
う
に

（
注
四
）
は
な
い
。
以
上
の
諸
例
は
、

〔
已
‥
〕
と
契
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

猿

、
∵

、
〔
s
a
‥
〕
、
〔
k
w
a
‥
〕
と
な
る
こ
と

、
～
U
r
u
、
の
、
r
u
、
が
隠
在
し
て

l
　
こ
の
甥
象
は
、
前
山
の
「
す
る
」

（
上
の
表
は
、
横
の
系
列

に
母
音
を
そ
の
広
い
も
の
か

ら
順
に
並
べ
、
縦
の
釆
列
に

は
ラ
行
の
各
音
節
の
末
尾
母

音
に
注
目
し
、
そ
の
広
い
も

の
か
ら
順
に
並
べ
て
作
っ
た

表
で
あ
る
。
責
の
中
の
○
印

は
、
隠
在
現
象
が
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
を
一
望
タ
も
の
で
あ

る
。
）右

の
表
か
ら
、
ラ
行
音
節

2fl

の
隠
在
現
象
が
、

〔
a
〕
、
〔
0
〕

の
広
田
音
に
つ
づ
く
場
合
に
多
く
み
と
め
ら

「
行
く
」
の
二
語
詞
に
、
収
的
的
に
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
、
r
u
、
音

れ
る
こ
と
が
、
ま
ず
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
当
顎
方
言
に
お
い
て
は
、
、
r
と
、



、
r
】
、
、
、
r
u
、
の
各
音
節
が
、
〔
a
〕
、
〔
O
U
の
広
母
音
に
つ
づ
く
場
合
に

は
、
大
体
、
隠
在
現
象
を
云
す
よ
う
で
あ
る
。
又
、
、
r
a
、
音
節
が
〔
a
〕

母
音
に
つ
づ
く
場
合
、
、
r
O
、
音
節
が
〔
。
〕
母
音
に
つ
づ
く
場
合
に

も
、
隠
在
瑚
象
は
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
隠
在
現
象

は
、
と
も
に
、
特
殊
な
語
詞
に
の
み
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
、
r
e
、
、

、
蔓
、
、
r
u
、
の
各
音
節
に
み
と
め
ら
れ
る
露
在
現
象
と
は
、
同
等
に
扱
え
な

い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
い
で
、
、
r
a
、
、
、
r
O
、
各
音
節
の
隠
在
現
象
が
へ
さ
か
え
て
い
な
い
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
が
さ
か
え
な
い
理
田
の
；
と
し
て
′
、
、
r
a
、
、
、
r
O
、
の

各
音
節
の
看
す
る
母
音
が
、
と
も
に
、
〔
書
、
〔
。
〕
と
い
う
広
母
音
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
、
r
u
、
、
、
r
i
、
と
い
う
狭
母
音
を
看
す
る
音
節
の
隠

在
現
象
が
、
な
か
で
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
理
由
は
、

比
較
的
容
易
に
、
首
肯
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
諸
事
実
を
統
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
か
と
思
う
。

！b／

2

例

　

　

　

g

1

6

例

　

　

　

r

・

－

　

2

例

4

例

　

　

　

－

1

2

例

　

　

　

d

 

l

－

語

例

N

　

1

1

例

　

　

　

h

－

1

3

例

こ
れ
を
、
音
の
性
質
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
み
る
。

披
裂
音

k

 

l

1

2

例

1

　

－

　

7

例

g
 
I
 
G
例

当
該
方
言
に
お
け
る
ラ

行
音
節
の
隕
在
現
象
は
、
、
蔓
音
餌
が
〔
已
〕
母
音

に
つ
づ
く
場
合

（
注
五
）
を
除
け
ば
、

ラ
行
の
各
音
節
の
末
尾
母
音
が
、
前
援

乱
m
司
息
剛
u
可
1
判
別
吋
細
岡
川
嘲
創
叫
到
コ
笥
l

以
上
、
ラ
行
音
節
の
隠
在
現
象
を
、
そ
の
前
接
音
節
の
末
尾
母
音
と
の
関
係

か
ら
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
ラ
行
音
節
が
隠
在
し
て
い
る
場
合

を
、
そ
の
前
援
音
節
の
頭
子
音
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

㈲
、
ラ
行
音
節
の
隠
在
現
象
と
そ
の
前
戎
音
節
の
頭
子
音
と
の
関
係

ラ
行
音
節
が
隠
在
し
て
い
る
場
合
の
前
項
音
節
の
頭
子
音
を
、
今
、
あ
ら
わ

れ
て
い
る
回
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

k

1

1

2

例

　

　

W

1

1

1

2

例

　

　

日

1

1

7

例

鼻　　　　　　渾
／N！　／S／！h／接／b／！d／！

ll音Il
4　　　3　　　　2　　　3

例　例　　　例　例

音1

．

1

例

一一ノー　　し一一一一一「ノー一一一　　＼　　　　　　－、ノ

3
0
例
（
六
七
％
）

1　　　　　7

例　　　　例
′・－ヽ　　　　　　　　　（

半
母
音

！Wノ／

l

3　　　2

例　例

、　　〉　　　′

5
例
（
十
一
％
）
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流
　
音

り

ー

1

1

2

例

一

2

例

へ

四

％

）

こ
の
結
果
は
、
用
例
数
が
少
重
い
と
い
う
こ
と
と
、
用
例
に
い
く
ら
か
の
か

た
よ
り
が
み
と
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
二
点
で
、
は
っ
き
り

と
し
た
数
値
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
、
こ
の
数
値

か
ら
判
断
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
前
項
音
部
の
頭
子
音
が
、
、
k
、
、
三
、
、
g
、
、
、
d
、
、
、
b
、
で
あ
る
場
合
が

全
体
の
霊
を
し
め
て
い
．
㌢
と
が
拝
唱
さ
れ
よ
う
。
披
璧
日
に
つ
い
で
高

率
を
示
し
て
い
る
国
境
音
は
、
全
体
の
柑
％
を
し
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
破

裂
音
と
の
問
に
十
大
き
な
ひ
ら
き
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は

、
破
裂
音
を
含
む
音
節
が
、
ラ
行
音
節
に
前
接
す
る
場
合
に
は
、
ラ
行
音
節
の

暗
在
甥
象
が
み
と
め
ら
れ
や
す
い
こ
と
を
、
か
な
り
明
確
に
云
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
ラ
行
音
節
と
い
う
弱
い
音
節
は
、
破
裂
音
と
い
う
強
い
音
を
含
む

音
節
の
後
で
は
、
な
に
ほ
ど
か
隈
在
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
∴
7
行
音
節
の
隠
在
頭
象
と
7
ク
セ
ソ
ト
の
相
関
関
係
、
お
よ
び
ラ
行

音
節
の
隠
在
瑚
象
と
ラ
行
音
節
の
語
、
話
部
に
お
け
る
位
置
と
の
相
関
関
係
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
は
、
み
と
め
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
ラ
行
の
各
音
節
の
て
尾
母
音
が
、
前
接
す
る
音
節
の
東
尾
母
音
と
同

じ
か
、
あ
る
い
は
狭
い
場
合
に
お
こ
る
ラ
行
音
節
の
隠
在
項
向
は
、
か
な
り
多

く
の
事
例
に
か
な
う
の
で
あ
る
が
t
し
か
し
叉
、
次
の
よ
う
な
事
実
も
、
指
摘
す

る
こ
と
が
で
せ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
〔
H
O
〕
音
節
が
〔
a
〕
に
つ
づ
く
場

合
、
〔
r
e
〕
音
節
が
1
〔
e
〕
に
つ
づ
く
場
合
に
は
、
〔
r
O
〕
、
〔
r
勺
〕
の
各
音
節
の

末
尾
母
音
は
、
そ
れ
ら
の
前
感
母
音
よ
り
も
、
狭
い
か
あ
る
い
は
同
じ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
在
現
象
が
認
め
ら
れ
な
い
。
又
、
ラ
行
音
節
が
、
Z
、

に
後
疲
す
る
場
合
、
〔
r
。
〕
音
節
に
T
m
a
s
悠
～
m
a
冨
〕
が
つ
づ
く
場
合

な
ど
に
も
、
隠
在
現
象
は
み
と
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
．
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
考
察
を
進
め

て
い
く
。

二
、
ラ
行
音
節
が
顕
在
し
て
い
る
場
合

H
、
ラ
行
音
節
が
必
ず
顕
在
す
る
場
合

い
、
ラ
行
音
節
が
、
N
、
に
後
接
す
る
場
合

○
〔
針
N
ュ
〕
　
（
出
匝
）

○
〔
d
N
已
割
引
劃
山
　
（
＞
法
事
）

○
〔
訂
N
ュ
〕
　
〔
遍
堂
）

○
〔
t
e
引
副
叫
引
J
　
（
卸
間
替
）

○
〔
針
等
i
〕
　
（
哺
描
）

○
〔
へ
註
勘
2
1
射
品
¶
〕
　
（
忍
ヨ
哲
識
）

○
〔
郡
等
○
〕
　
（
葦
宗
）

○
〔
≠
N
＝
〕
　
（
前
景
）

○
〔
k
H
乳
引
J
　
（
陸
地
）

○
〔
t
e
n
封
Z
k
a
i
〕
　
（
知
将
曾
）

ラ
行
音
節
が
、
要
に
後
接
す
る
場
合
に
は
、
ラ
行
音
節
は
、
必
ず
顕
在
す

る
。
例
え
ば
、
〔
s
a
N
r
i
〕
、
〔
S
e
Z
r
e
〕
に
つ
い
て
言
え
ば
、
、
s
a
N
N
、

、
S
竜
三
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
、
Z
十
時
苛
琳
撃
の
音
節
達
抗

が
み
と
め
ら
れ
る
事
例
の
多
く
は
、
名
詞
で
あ
る
。
、
N
、
に
後
踪
す
る
ラ
行
音

節
が
践
在
す
る
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
与
り
れ
よ
う
か
。

〔
s
a
N
こ
〕
－
〔
S
e
N
r
O
〕
と
い
っ
た
名
詞
が
、
仮
に
、
、
s
a
N
N
、
二
s
e
Z
N
、

と
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
、
「
三
屋
」
　
「
線
描
」
の
意
義
は
、
お
そ
ら
く
理
解
で

；10



き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
行
音
節
の
隠
在
現
象
が
、
い
か
ほ
ど
産
ん
で
あ
る
と
い

っ
て
も
、
意
義
が
理
解
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
事
態
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
反
省
が
、
無
自
覚
的
で
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
は
た
ら

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

耽
、
〔
r
a
〕
、
〔
r
e
〕
音
節
に
、
2
、
が
後
接
す
る
場
合

○
〔
w
a
k
針
針
2
〕
　
（
埠
哲
か
肴
丁
）

○
〔
m
p
w
a
r
p
Z
〕
　
（
置
小
首
㌻
）

○
〔
O
b
Q
e
＝
引
】
〕
　
（
田
沖
か
き
茫
三

〇
〔
票
a
r
e
且
　
（
苛
J
4
荘
ぐ
＞
青
首
ぐ
こ

○
〔
昔
j
a
r
e
且
　
（
語
と
d
≡
）
で
｝
ぎ
こ

○
〔
a
s
O
b
害
e
訂
．
（
伝
ト
d
≡
）
耳
望
こ

ラ
行
音
節
に
⊥
2
、
が
後
撰
す
る
場
合
に
も
、
ラ
行
音
節
は
、
必
ず
顕
在
す

る
。
上
に
元
し
た
事
例
を
見
る
と
、
全
て
が
、
、
～
r
a
三
二
～
r
e
雲
と
い

う
打
消
、
禁
止
の
言
い
か
た
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
ラ
行
音
節
が
隠
在
し
な
い

と
い
う
聖
由
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
打
消
、
禁
止
の
言
い
か
た
に
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

畑
、
〔
r
e
〕
音
節
に
〔
～
m
a
S
已
－
～

°

○
〔
n
O
引
S
吾
　
（
槻
き
純
ヰ
）

．

．

1

－

．

1

　

°

○
〔
a
g
a
r
e
m
a
s
已
〕
　
（
h
き
虹
ヰ
）

m
a
∽
e
且
が
後
接
す
る
場
合

○
〔
冒
3
m
試
已
　
（
拓
き
持
ヰ
）

－
1
．
－
．
＋
°

○
〔
t
O
r
e
m
a
S
W
〕
　
（
渇
き
綿
ヰ
）

○
【
k
〇
引
S
巳
〕
　
（
剥
き
賂
ヰ
）

°

○
〔
3
b
㌢
計
£
e
且
　
（
憎
さ
純
ヰ
ト
）

○
〔
h
‰
中
引
引
出
コ
〕
　
（
＞
か
き
綿
棒
ト
）

○
〔
－
ゑ
i
r
a
r
e
m
珠
㌻
〕
　
（
掛
や
き
吋
年
ぐ

〔
r
e
〕
音
節
に
〔
～
m
a
S
巳
．
m
a
∽
e
n
〕
の
言
い
か
た
が
後
接
す
る
場
合
に
も
、

〔
r
e
〕
音
節
は
、
す
ず
顕
在
す
る
。
顕
在
す
る
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
か
考
え
ら
れ
よ
う
。
共
通
語
な
ど
で
、
「
ア
ガ
リ
マ
ス
」
、
l
ノ
ポ
リ
マ
ス
」
と
言

う
と
こ
ろ
を
、
当
該
方
言
で
は
、
普
通
、
〔
勘
封
針
S
芦
　
〔
n
凱
m
引
封
S
已
〕

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

と
実
現
す
る
。
即
ち
、
、
r
i
喜
節
に
、
〔
m
a
撃
m
a
S
。
n
〕
が
後
援
す
る
場

合
に
は
、
、
r
i
、
音
節
は
、
必
ず
隠
在
す
る
。
仮
に
、
〔
r
e
〕
音
節
に
、

〔
～
m
a
S
W
．
ヨ
a
S
e
n
〕
が
後
援
す
る
場
合
に
も
、
〔
r
e
〕
音
節
が
隠
在
し
た
な
ら

ば

、

「

ア

ガ

リ

マ

ス

」

と

「

ア

ガ

レ

マ

ス

」

、

「

ノ

ポ

リ

マ

ス

」

と

「

ノ

ポ

レ

マ

ス
」
と
の
意
義
上
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
上
が
り
ま
す
」

「
登
り
ま
す
」
　
の
言
い
か
た
の
一
と
き
に
は
、
「
ア
ガ
ー
マ
ス
」
　
「
／
ポ
ー
マ

ス
」
と
契
現
し
、
「
上
が
れ
ま
す
」
　
「
登
れ
ま
す
」
　
の
言
い
か
た
の
と
き
に

は
、
「
ア
ガ
レ
マ
ス
」
　
「
ノ
ポ
レ
マ
ス
」
と
契
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
、
、
r
こ
音
節
の
場
合
は
隠
在
し
、
〔
r
e
〕
音
節
の
場
合
は
ー

顕
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
亘
音
即
に
く
ら
べ
て
〔
r
e
〕
音
　
3
1

節
は
、
そ
の
米
屋
翌
日
が
広
い
た
め
に
、
院
在
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
、
次
い
－

で
、
「
ア
ガ
ー
マ
ス
」
　
「
ノ
ボ
」
マ
ス
」
が
平
叙
衰
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
ア
ガ
レ
マ
ス
」
　
「
ノ
ポ
レ
マ
ス
」
が
可
能
表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
表

現
上
の
き
わ
だ
た
せ
意
識
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

G
、
ラ
行
音
節
の
前
按
母
音
が
ラ
行
音
節
の
母
音
よ
り
も
広
い
か
同
じ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
ラ
行
音
節
が
顕
在
し
て
い
る
場
合

い
、
〔
r
早
音
節
が
〔
呂
二
母
音
に
後
撰
す
る
場
合

○
〔
S
i
ュ
〕
　
（
知
）

○
〔
悪
i
h
O
S
G
　
（
苓
4
）

○
〔
t
a
憲
a
引
恕
ュ
〕
　
（
汁
溶
血
こ
こ

○
〔
訂
ナ
i
〕
　
（
碑
ご

○
〔
w
a
訂
副
が
勘
普
正
　
（
地
軸
＞
6
）



○
〔
h
a
∽
冒
完
N
賢
篤
〕
　
品
票
芸
讐
こ

○
〔
h
a
k
盈
r
G
　
（
置
J
碑
〔
こ

○
〔
k
O
p
割
r
i
〕
　
（
小
h
J
q
e
）

、
r
i
、
音
節
は
、
、
r
u
、
音
節
に
つ
い
で
、
隠
在
醜
貌
の
い
ち
じ
る
し
い
音
節

で
あ
る
。
そ
の
l
〔
r
i
〕
音
節
が
、
〔
叫
〕
母
音
に
後
接
す
る
場
合
に
限
っ
て
、

隠
在
功
象
が
ふ
る
わ
な
い
の
で
あ
る
。

甲
ラ
行
音
節
の
隠
在
頭
毅
か
み
と
め
ら
れ
る
場
合
で
し
か
も
顕
在
し
て
い
る

串
例日

、
〔
r
a
〕
音
節
が
〔
a
〕
母
音
に
後
撰
す
る
場
合

○
〔
W
仁
l
r
a
N
d
N
吾
　
へ
廿
か
G
）

○
〔
k
a
r
．
a
訂
針
〕
　
（
揚
こ

○
〔
t
っ
l
芽
a
r
a
〕
　
（
廿
）

○
〔
a
＝
昌
n
a
〕
　
（
渕
零
）

○
〔
訂
r
a
〕
　
（
蜃
）

○
〔
S
已
m
引
a
E
〕
　
（
「
罠
か
〇

〇
〔
針
r
a
n
】
l
〕
　
T
型
∩
）

○
〔
k
w
a
引
㌻
d
z
菩
　
（
詠
か
璃
）

○
〔
j
a
t
a
r
a
已
〕
　
（
せ
汁
空
∩
）

○
〔
d
O
k
O
j
a
r
a
〕
　
（
吋
∩
カ
か
）

、
r
a
、
音
節
が
〔
a
〕
母
音
に
後
援
す
る
場
合
に
は
、
隠
在
現
象
が
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
か
な
り
持
定
の
語
詞
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
〔
r
a
〕
音
節
が
〔
a
〕
母
音
に
後
撰
す
る
場
合
に

は
、
〔
r
a
〕
音
節
は
、
む
し
ろ
、
顕
在
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
言
え
よ
う
。

α
、
〔
r
O
〕
音
節
が
〔
○
〕
母
音
に
後
援
す
る
場
合

○
〔
け
勘
針
○
〕
　
（
望
）

○
〔
t
O
r
O
副
〕
　
（
瑠
鰊
）

○
〔
k
O
k
O
r
O
j
a
a
J
　
（
－
ワ
邦
ぐ
レ
）

○
〔
○
山
○
封
冨
〕
　
（
壇
（
）

○
〔
冒
方
針
E
e
〕
　
（
髄
パ
）

○
〔
s
O
封
s
c
r
O
〕
　
蒜
か
舟
か
）

○
〔
○
引
O
r
O
〕
　
（
計
か
計
か
）

、
r
O
、
音
節
が
〔
0
〕
母
音
に
後
接
す
る
場
合
に
は
、
、
r
O
、
音
節
の
田
在
現

象
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
∴
そ
れ
は
、
「
今
頃
」
「
こ
の
頃
」
な
ど

の
「
頃
」
に
、
収
約
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ

た
。
〔
r
O
〕
音
節
は
、
顕
在
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
言
え
よ
う
。

甘
、
〔
r
叫
〕
音
節
が
〔
a
〕
母
音
に
後
戎
す
る
場
合

○
〔
E
t
a
ュ
〕
　
（
〓
＞
）

○
〔
E
s
a
k
a
r
冒
a
〕
　
（
偶
と
甘
荘
）

○
〔
a
g
P
r
芹
○
〕
　
へ
胤
8
計
碧
C
車
）

○
〔
j
a
引
引
引
ロ
　
へ
早
軍
ご

○
〔
t
a
b
e
t
a
r
G
　
へ
冷
え
汁
c
）

因
、
〔
r
e
〕
音
節
曽
〔
a
〕
母
音
に
後
援
す
る
場
合

32

○
〔
K
a
r
e
t
a
〕

○
〔
k
a
r
e
釣
〕

○
〔
引
r
e
t
a
〕

○
〔
a
r
a
r
e
〕

〔
r
e
〕
音
節
が

い
て
は
、
〔
r
e
〕

も
に
、
、
k
a
a
t
a
、

（
葺
き
汁
）

（
頭
C
汁
）

（
薫
き
汁
）

（
訪
中
き
）

〔
a
〕
鼻
音
に
後
醇
す
る
場
合
に
も
、
上
の
よ
う
な
事
例
に
お

音
節
は
必
ず
揖
在
す
る
。
「
枯
れ
た
」
　
「
借
り
た
」
が
、
と

と
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
、
〔
訊
J
引
〕
　
（
買
っ
た
）
と
の
問

に
、
意
義
の
上
で
の
薗
実
が
お
こ
る
こ
と
に
な
る
。
「
枯
れ
た
」
　
「
借
り
た
」



が
、
と
も
に
〔
k
a
完
封
〕
と
実
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
前
後
関
係
か

ら
、
意
義
の
区
別
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
、
k
a
a
t
a
、
（
借
り
た
）
と

〔
勘
当
封
〕
（
買
っ
た
）
と
は
、
容
易
に
区
別
が
で
き
な
い
。
又
、
〔
封
r
e
；
〕

（
慣
れ
た
）
は
、
一
方
に
〔
引
‥
t
己
（
泊
っ
た
）
が
あ
る
や
ら
、
「
慣
れ
た
」

が
、
冒
a
t
a
、
と
実
現
す
る
と
、
両
名
の
問
で
、
意
義
の
上
で
の
街
突
が
お
こ

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
定
立
し
て
い
る
「
買
っ
た
」
「
釣
っ
た
」
と

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
「
枯
れ
た
」
　
「
借
り
た
」
　
「
慣
れ
た
」
な
ど
の
語

詞
に
お
け
る
〔
r
e
〕
音
節
を
、
意
識
的
に
頭
在
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

三
、
ラ
行
音
節
が
〓
音
節
以
上
起
紋
す
る
場
合
に
み
と
め
ら
れ
る
隠

在
現
象

H
、
二
音
節
の
場
合

○
〔
j
O
n
一
覧
e
‥
〕
　
（
豊
幽
き
か
）

○
〔
t
O
r
e
‥
〕
　
（
荒
さ
か
）

○
〔
叫
引
引
〕
　
（
奇
甘
．
声
望

○
〔
k
a
k
a
封
‥
〕
　
（
Ⅲ
甘
芦
か
）

○
〔
蒜
w
a
r
e
‥
〕
　
（
叫
百
子
巴

○
〔
s
a
完
‥
〕
　
（
咄
声
か
）

○
〔
a
引
引
〕
　
（
油
紬
か
き
か
）

ラ
行
音
節
が
二
音
部
に
わ
た
っ
て
つ
づ
く
場
合
に
は
、
必
ず
、
後
の
音
節
が

隠
在
す
る
。

口
、
≡
音
節
の
場
合

○
〔
訂
○
引
引
‥
〕
　
（
罷
罫
か
き
か
）

○
〔
l
ハ
O
e
r
P
訓
‥
〕
　
（
汁
忠
一
か
）

○
〔
h
畠
音
a
T
e
‥
〕
　
（
轟
か
斗
↑
か
）

○
〔
t
O
m
e
r
a
g
‥
〕
　
（
迅
罫
か
き
か
）

○
〔
j
O
引
勲
〕
　
（
油
鵬
小
さ
か
）

○
〔
S
彗
q
p
昌
r
e
‖
〕
　
（
爵
廿
か
き
か
）

○
〔
t
O
㌻
勘
‥
〕
　
（
渇
小
声
か
）

ラ
行
音
節
が
三
者
欝
に
わ
た
っ
て
つ
づ
く
場
合
に
は
、
上
に
示
し
た
よ
う

に
、
必
ず
、
最
後
の
音
節
が
隠
在
す
る
。

お

　

わ

　

け

　

に

以
上
で
、
「
鳥
取
県
伯
膏
西
部
方
言
に
お
け
る
ラ
行
音
節
の
僧
衣
現
象
」
に

つ
い
て
の
記
述
を
終
え
る
。
当
該
方
言
に
お
け
る
ラ
行
書
即
の
隠
在
現
象
は
、

一
見
、
弟
純
な
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
お
こ
な
わ
れ
ざ
ま
を
、
い
ろ
い
ろ
政
一

討
し
て
い
っ
た
結
果
、
相
当
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
、
理
解
で
き
た
。
ラ
行
音
　
3
3

節
の
隠
在
現
象
に
は
、
一
定
切
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
な
ー

お
、
そ
の
傾
向
に
し
た
が
わ
な
い
事
例
も
、
か
な
り
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
事
例
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
田
在
甥
奴
の
傾
向
に
し
た
が
わ

な
い
か
を
、
一
々
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
隠
在
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
れ
な
り
の
理
由
の
な
に
ほ
ど
か
存
す
る
こ
と
が
、
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

（
注
こ
　
藤
原
与
一
先
生
「
裏
日
本
地
方
の
こ
と
ば
の
発
音
」
　
（
「
音
声
の

研
究
」
第
七
紐
）

（
注
二
）
　
鳥
取
県
寛
伯
郡
羽
合
町
一
帯
で
は
、
、
r
u
、
の
促
音
化
・
拘
音
化

現
象
、
、
r
i
、
、
、
r
e
、
の
促
音
化
現
象
が
い
ち
じ
る
し
い
。

（
注
三
、
四
）
　
藤
木
敦
氏
　
「
出
雲
方
言
に
お
け
る
〔
r
〕
音
に
つ
い
て
」

（
「
方
言
研
究
年
報
」
第
二
巻
）



（
注
五
）
　
こ
の
場
合
だ
け
、
前
額
音
節
の
末
尾
母
音
の
方
が
狭
い
。

○
当
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
蘇
原
先
生
を
は
じ
め
愛
宕
八
郎
庶
隆
氏
、
佐
藤

虎
男
氏
、
山
内
洋
一
郎
氏
な
ど
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
御
指
導
を
た
ま
わ
っ
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。（

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）

1
広
島
大
学
大
学
院
学
生
1
1
1

福
袋
部
注
　
〔
a
‥、

一
・

〔

叫

〕

　

〔

仁

〕

　

〔

e

〕

∴
い
　
　
　
い
∵
　
　
　
　
÷

U
は
〔
a
‥
〕
の
音
価
を
蒙
元
す
る
。

〔
○
〕
I
の
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。

※




